児童・生徒の事故発生速報※学校管理下においてエピペン®を使用するに至った場合（学校での誤食等が原因で、病院や家庭等でエピペン®を使用した場合も含む。）は、〔庶様式２８〕「児童生徒事故発生速報」により、直ちに報告すること。
〔庶様式２８〕

[bookmark: _GoBack]保健体育課長　殿エピペン®を使用するに至った原因を
1 給食（誤食・その後の運動誘発・その他）
2 投薬（誤飲・その他）
3 蜂刺
4 その他（　　　　　）
から選択し、必要事項を記入すること。

令和３年１月２８日１７時３０分現在
	学校名
	○○立　○○小学校

	校長名
	○○　○○


エピペン®使用に至る経過を時系列で記入すること。
エピペン®使用後の対応を、記入すること。

	作成者
職・氏名
	教頭　○○　○○
	連絡先
	○○○－○○○－○○○

	児童生徒
	氏 (し)　名 (めい)
	○ (ふ)○ (り)　○ (が)○ (な)
（以下　本児または本生徒）
	性別
	男
	課程
学年
	○年

	事故の種類
	給食（誤食）
	※「交通事故」「○○からの転落事故」等把握している状況を具体的に記載1 入院（　　　）
2 受診後帰宅
3 その他（　　　）から選択し、必要事項を記入すること。


	
傷害等の程度
	入院（ＩＣＵ）
	※「○○による死亡」「○○による重傷」等把握している状況を具体的に記載。
※「重傷」は１ヶ月以上の治療見込み。

	発生日時症状の訴えがあった日時を記入すること。

	令和○年１月２８日（　）１３時０５分
	学校管理下・管理外の別症状の訴えがあった場所を具体的に記入すること。

	
管理下

	発生場所
	○年○組教室

	事故の内容
	12:50　小麦アレルギーの本児が給食を食べた。
＜献立＞卵焼き、トマトスープ、米粉パン、バナナ
13:05　本児は担任に喉がひりひりすると訴えた。
13:17　養護教諭は本児に保健室で頓服薬を飲ませた。 
13:55　本児は保健室で休養したところ、喉のひりひり感がおさまり、教室に戻った。
14:00　本児は体育の授業に出た。
14:05　本児は運動場を１周走ったところで、ゼーゼーする呼吸になり息苦しい様子が見られた。本児には喘息の持病もあるため、担任は喘息発作と思い、背負って保健室に運んだ。
14:25　養護教諭は、発作を抑えるための吸入を始めようとしたところ本児は嘔吐し、その後、ショック状態となったため、アナフィラキシーと判断し、エピペンを使用した。

	発生後の対応
	14:27　教頭が救急車を要請した。
14:30　担任が保護者に連絡をとり状況を説明した。
14:35　救急車が学校に到着し、養護教諭が付き添い○○病院へ搬送した。
（病院で保護者と合流）

	その他
参考事項
	個人対応マニュアル：無
学校生活管理指導表：有　【小麦アレルギー】


【報告を要する事故の内容】
①本人が死亡またはそのおそれがある場合	②相手に傷害を与えた場合
③本人が治療のため入院した場合           ④本人の完治までおよそ１ヶ月以上要する場合
⑤本人が自殺または自殺を企画した場合 　　⑥事故が報道対象またはそのおそれがある場合
⑦その他校長が報告を必要と判断した場合　　緊急時における個人対応マニュアル等の有無、学校生活管理指導表の有無を記入すること。【 】内に原因アレルゲンを記入する。

